
断層の種類と内陸型地震の予測

隣接県で突然発生した「熊本地震」を教訓に
　2016年4月14日と16日、震度７の揺れ
が28時間以内に２度発生し、観測史上初を
記録した「熊本地震」。益城町や西原村で震
度７が観測され、県内で20万棟近い住宅が
被災し、関連死を含め270人以上が犠牲に
なりました。震源となった断層は「右横ずれ
断層」。 「大地震は前触れなく突然起きる」

「一度揺れたから終わりではない」など、隣
接県の大規模な断層地震を教訓に、備える
ことが大切です。

町を貫く断層

地震を知る
福智山断層帯（内陸・直下型）

県の調査結果から被害想定が初めて
明らかになった「福智山断層帯地震」。
その特徴を知り、影響を想像すること
が「必要な備え」へとつながります。

震度６強
震度６弱
震度５強

震度７

福智山
断層帯

西山断層帯 小倉東断層帯

宇美断層

警固断層帯

水縄断層帯

日向峠-小笠木峠断層帯

福智山断層帯地震
町内震度予測マップ

益城町
西原村

　

世
界
で
起
こ
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６

以
上
の
地
震
の
約
20
％
が
発
生
し
て

い
る「
地
震
大
国
、
日
本
」。
４
つ
の
巨

大
な
プ
レ
ー
ト（
岩
板
）が
ぶ
つ
か
り

合
う「
変
動
帯
」の
上
に
位
置
し
、
地

震
が
絶
え
ず
起
き
て
い
る
列
島
で
す
。

令
和
７
年
に
日
本
で
震
度
１
以
上
を

観
測
し
た
地
震
は
４
千
４
０
０
回
以

上
、
震
度
４
以
上
は
１
１
２
回
、
震
度

５
弱
以
上
は
15
回
を
数
え
ま
す
。
さ

ら
に
今
は
、
地
震
学
上
の
多
発
期
を

迎
え
、
日
本
列
島
全
体
で
地
震
活
動

が
活
発
化
し
て
い
ま
す
。

　
「
阪
神
淡
路
大
震
災
」「
東
日
本
大

震
災
」「
熊
本
地
震
」… 

突
如
と
し
て

生
活
が
奪
わ
れ
、
家
族
や
地
域
が
分

断
さ
れ
る
現
実
は
ま
だ
記
憶
に
新
し

い
と
こ
ろ
。
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
常
に

地
震
と
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に

あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
こ
の
町
に
横
た

わ
る「
福
智
山
断
層
帯
」と
地
震
の
影

響
を
知
る
こ
と
が
命
を
守
る
第
一
歩
。

発
生
す
る
地
震
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん

が
、
準
備
を
す
る
こ
と
で
被
害
を
最

小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

福
智
山
断
層
帯
で
の
地
震
発
生
確

率
は
、
国
の
研
究
機
関
の
評
価
で「
30

年
以
内
に
最
大
で
３
％
」と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
確
率
は
低
く
感
じ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
際
に
被
災
前
の

熊
本
地
震
は「
30
年
以
内
に
０・９
％
」

の
評
価
で
発
生
し
ま
し
た
。
発
生
時
期

の
予
測
が
極
め
て
困
難
な
内
陸
直
下
型

地
震
は
、
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く

な
い
と
い
う
前
提
で
、
日
頃
か
ら
備
え

て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

大
地
震
を
知
る
こ
と
が

命
を
守
る
第
一
歩

熊
本
地
震
は
０・９
％

福
智
山
断
層
帯
は
３
％

　過去に岩盤が割れてズレた痕跡で、再び動く可
能性がある「活断層」は県内に７つあります。その
ひとつの「福智山断層帯」は、北九州市から福智町
を経て、田川市まで分布。日本の活断層は30年以
内の地震発生確率に基づいて４つのランクに分類され、「福智山断層帯」は
危険度が最も高く、特に警戒が必要とされる「Ｓランク」となっています。

令和７年「福岡県地震
に関する防災アセス
メント調査」より

海溝（プレート）型地震 内陸（直下）型地震
特徴 小さな縦揺れ後、大きな横揺れ 突発的で突き上げるような強震

範囲 広範囲に数分間の揺れ 局地的に数10秒の揺れ

被害 家屋の倒壊、火災、津波等 家屋の倒壊、火災等

予測 数百年周期で予測可能 数千年周期で予測困難

事例 東日本大震災 阪神淡路大震災、熊本地震

　海のプレートの動きが陸のプレートを圧迫し、内陸部の
活断層に力が加わり続けると、蓄積されたエネルギーが急
激に解放され、地震が発生します。内陸・直下型の地震は
震源が浅い傾向があり、発生すれば局地的な激しい揺れと
　　　　　　　　　　　　　甚大な被害をもたらします。

内陸型地震の発生のしくみ

　断層の種類は４つあり、福智山断層は「左横ずれ主体の断
層」です。内陸型地震は海溝型のように広範囲の地殻変動
を捉えにくく、発生間隔も数千年単位
と長いため、観測データが不十分。そ
のため「いつ起きるか」の予測が非常に
困難な地震です。発災時には旧産炭地
としての地盤の液状化も懸念されます。
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地震の違い

　　　　　　　　の概要
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◉活断層地震危険度ランク▶Sランク
◉マグニチュード▶7.2（地震の規模）
◉最大震度▶7（揺れの強さ）
◉断層長さ▶28km（左横ずれ主体の断層）
◉ 30年以内の地震発生確率▶0～3％
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